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委員会

本会議
採決結果

子ども・子育て
支援新制度の
実施に関する
請願

湯梨浜町泊711
鳥取の保育を考える
会
会長　石井由加利

　子ども・子育て支援新制
度の審議にあたっては、子
どもの権利保障を最優先
にし、当事者の意見もふま
えて、充分な審議をつくさ
れたい。

　本町では充実した子育て、幼児
教育施策が行われている。本請願
を議会が先行して採択することは、
子ども子育て会議での議論を妨げ
ることになる。
　全会一致で、不採択。

教育
民生

不採択
賛成2人

（圓岡・大森）

反対13人

みなさんからの請願・陳情はこうなりました

陳情者 陳情の要旨 委員会の意見・結果 付託
委員会

本会議
採決結果

ウイルス性肝炎
患者に対する
医療費助成の
拡充を求める
意見書の提出
に関する陳情

米子市両三柳4655-
12
村尾利智子

　ウイルス性肝炎が原因
である肝硬変・肝がんにか
かる医療費助成制度並び
に身体障害者手帳の交付
基準見直しを求める。

　ウイルス性肝炎患者の苦しみは
計り知れない。国と訴訟団で基本合
意はあるが、賠償手続きは煩雑であ
り、医療費助成制度の創設が求めら
れる。
　採択３人、不採択１人で、採択。

教育
民生

採択
賛成14人

反対1人
（加藤）

義務教育費国
庫負担制度２
分の１復元を
はかるための
意見書採択を
求める陳情

米子市博労町4-352
鳥取県教職員組合
西部支部
支部長　藤本敏秀

鳥取県高等学校教職
員組合西部支部
支部長　山中卓也

　義務教育費の国庫負担
割合が３分の１に縮小さ
れ、非正規教職員も増えて
いる。教育条件の自治体間
格差の是正が急務である。

　地方の財政を考慮すれば、国
庫負担制度２分の１の復元が求
められる。一方、教員給与ではな
く、子どもへの教育費を増やすべ
きとの意見もあった。
　採択２人、不採択２人、委員長
採決で採択。

教育
民生

採択
賛成13人

反対2人
（加藤・野口）

少人数学級の
推進をはかる
ための意見書
採択を求める
陳情

　一人ひとりの子どもにき
め細かな対応を行うため
には、１学級の規模を引
き下げる必要がある。

　鳥取県では各自治体と協力し
て少人数学級を実施しており、全
国に広めていくべき。一方、教員
数の確保が目的なのではという
意見もあった。
　採択２人、不採択２人、委員長
採決で採択。

教育
民生

採択
賛成13人

反対2人
（加藤・野口）

上記３つの陳情にかかる意見書を、関係機関に提出しました。
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